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３■施策の担当課による評価結果
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１－１施策の名称

１－２担当

１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

２－１施策全体に
係る合計コストの
推移（千円）

　１歳児麻疹・風疹ワクチン接種率

評価票作成者

246

48,653

48,407

基本成果指標名

健康福祉部 健康課

前期（平成１８年度～平成２２年度）
目標値（単位）

指標の定義
実績値（単位）

　豊明市の１歳児時点の麻疹予防接種済者の割合
を示す指標

　平成２１年度 　平成２６年度

　医療機関との連携により予防接種を受けやすくし、予防接種の安全
性について情報提供を行なった。

　保健福祉「健康で安心して暮らせるふれあい・支えあいのまちづくり

　健康

基本施策コード感染症対策

９０．０（％）

平成２２年度評価
（前期の成果）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

２―１―３　

総合評価

全期間（平成２３年度～平成２７年度）
達成率(％)

　安全で安心して予防接種が受けられる体制と新しい感染症に対応できる体制づくり、そして、災害時
の医療体制を充実させる。

３－1評価結果

担当課評価

　平成２２年度

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

健康課長　土井　進

単年度
担当課評価

　平成２４年度

　平成２５年度 　平成２７年度

　平成２７年度　平成２５年度

　平成２４年度 　平成２６年度 　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度

 

　感染症が流行することを防ぐ「社会防衛」と個人が感染症
にかからないようにする「個人防衛」の2つの目的から予防
接種が必要であり、国民全体の免疫水準を維持する為接種機
会を確保し、また、災害時の感染症対策への取組、新感染症
に対応できる体制に取組む必要がある。

　感染症が流行することを防ぐ為の対策に重点を置き、新しい感染症
への対応と災害時における医療体制を整える。

今後の環境変化を踏まえた課題認識 既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方 施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価３－２評価の内容

　平成２３年度

　平成２２年度 　平成２３年度

施策評価票番号 18

 　平成１８年度

 ● 施策評価の判定基準
　　Ａ ：　施策の目的を効果的に達成しているので継続する
　　Ｂ ：　施策推進の実施手法等に改善の必要がある

　良好に進展

　良好でない

　良好に進展 　良好に進展 　良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 　良好に進展 　良好に進展

　良好でない 　良好でない 　良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 　良好でない 　良好でない



４■参考情報

番号 実績値
担当課
評価

1 3 Ａ Ａ

2 未実施 - -

3 86.0(％) Ａ Ａ

4 0 Ｂ Ｂ

5 未実施 - -

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14

新興感染症対策事業 関係機関とのネットワークの確立（会議の開催）　2（回）

災害後の感染症対策事業 災害時感染症別の対処マニュアルの作成 5(種類)

麻しん・風しんワクチン接種率向上事業
(主要事業）

MRワクチン(麻しん・風しん）接種率　95.0(％)

1

3

接種困難事例等への対応 乳幼児の予防接種の全種個別化  6(種類) 2

　平成１８年度

乳幼児の予防接種の全種個別化事業 乳幼児の予防接種の全種個別化  6(種類)

成果指標と最終目標値(単位)事務事業名称

4

5

総合評価
担当課判断優先順位

４－１　施策を構成する事務事業の評価情報


